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　 韓国語と英語の両方のバージョンを制作したのは、私のアイ
デンティティがひとつの言語だけでは説明できないからです。
この街のエネルギーを母語で歌うことで、また違った響きが生
まれるのではないかと考えました。この作品では、特にスキャッ
ト・ソロが重要です。言葉では説明しきれない感情や緊張が、
即興を通して現れる瞬間だからです。私にとってスキャットと
は、言語の境界を越えようとする試みであり、意味として完全
に固定される前に通り過ぎていく感覚を分かち合う、バンドと
のリアルタイムの対話なのです。

★ アルバムでベースを弾いているのは、本誌「Vol.72」のジャ
ズ・インタビューに登場してくれたリンダ・メイ・ハン・オー
ですが、他のメンバーはどのように決められたのですか？

　 セッションメンバーを選ぶ際、私にとって最も重要だったの
は彼らの名前ではなく、それぞれが持つ音の質感、そして、そ
の音楽的テクスチャーが私の声や楽曲とどのように溶け合うか
という点でした。アルバムにはクラシック・スタンダードに根
ざしたアプローチも含まれていますが、同時にビバップの要素
もあり、私のオリジナル曲にはよりコンテンポラリーな感覚が
息づいています。ニューヨークには世界的に優れたミュージシャ
ンが数多くいますが、私は実際に多くの演奏を聴きに足を運び、
自分が求めるサウンドに合うのは誰かを慎重に考えました。

　 ケヴィン・ヘイズ、リンダ・メイ・ハン・オー、ヨッケン・
リュッカート 、そして、ルーカス・ピノはいずれも卓越したソ
リストですが、同時に空間を尊重し、他者の音に深く耳を傾け
る音楽家でもあります。ジャズにおいて「聴くこと」は最も本
質的な要素のひとつだと私は信じています。このアルバムでは、
とりわけ緊張感と余白のバランスに意識を向けました。彼らは
音を過度に埋め尽くすことなく、必要な瞬間には強く前へと押
し出します。だからこそ、音楽は自然に流れることができました。
最終的に、この作品は私ひとりの成果というよりも、相互の信
頼によって生まれた共同のドキュメントのように感じています。

★ 2024 年 4 月 26 日にリリースされたあなたのデビューアル
バム『ロンギング』は、素敵な作品でしたね。リリースから約
２年経ちますが、今のお気持ちを聞かせてください。

　 私にとってこの作品は、完成されたひとつの結論というよりも、
むしろ転換点のような作品です。まるで次の文章を書き始めるた
めに打った、文末のピリオドのようなものだと感じています。卒
業後、そして、パンデミックを経験したのち、ニューヨークで再
び人々と音楽を共有できるようになった時期でした。その瞬間の
感情や集中力を、できる限り正直に記録したいと思ったのです。

　 アルバムはリハーサルなしで 1 日で録音したため、その時の
緊張感や没入感がそのまま刻まれています。今振り返ると、「あ
あすればよかった」といった思いにとらわれるよりも、その後の
プロセスを通して自分がどれほど多くを学んだかということの方
が、強く心に残っています。この 2 年間は、私にとって一歩前進
となる成長の時間でした。そういう意味で、『ロンギング』は始
まりであると同時に、次へと続くための土台でもあったのです。

★ 私のお気に入りの曲でもあるファースト・シングル曲「West 
4th Street」 は、 ニューヨークのジャズシーンに触発された様
子を韓国語と英語の歌詞で綴られており、スキャットもカッコ
いい曲ですが、タイトルの由来について聞かせてください。 

　 「West 4th Street」は、私がニューヨークに来て最初に暮
らした街、グリニッジ・ヴィレッジから受けたインスピレーショ
ンをもとに生まれました。そこは、ジャズの歴史と現在が共存
する場所です。ミュージシャンたちはステージ上で魂のような
ものを交わし合い、演奏が終わると、まるで煙のようにマンハッ
タンの街へと消えていきます。称賛を受けることもあれば、ジャ
ズに関心のない人々には何気なく通り過ぎられてしまうことも
ある。そうした彼らの人生に漂う緊張感や、街のエネルギーを
音楽に訳したいと思いました。

Jazz InterviewJazz Interview    Vol.Vol.8484
★ 韓国発、注目の男性ジャズ・ヴォーカリスト！ ★
ヘヨンソン・ベク 【Hyeonseon Baek】

　NY を拠点に活動しているヘヨンソン・ベク
（白炫善）は、韓国出身の男性ジャズ・ヴォー
カリスト。2024 年 6 月に本人より、デビュー
アルバム『ロンギング（Longing）』の紹介に
関してメールを貰ったのが縁の始まりだった。
　子供の頃に合唱団で音楽への愛を見出し、ス
ティーヴィー・ワンダー、ダニー・ハサウェイ、
カーメン・マクレエといったソウルやジャズの
レジェンドたちに惹かれ、カート・エリングや
メル・トーメの芸術性に触れたことが転機とな
り、ジャズの世界に飛び込んだ。
　このインタビューでは、デビューアルバムの
ことから音楽との出会いについて等、誠実かつ
気さくに語ってくれた。その感情表現豊かで艶
やかな歌声はヴィジュアルと共に要注目です！

【2026 年 2 月 取材・文：鯉登正之】
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★ ア ル バ ム で は、 あ な た の オ リ ジ ナ ル 楽 曲「West 4th 
Street」「Longing」「My Temptation」が収録されており、あ
なたのコンポーザーとしての才能にも注目していますが、作曲
はいつどのように行なっているのですか？

　 私の作曲の多くは、思いがけないイメージや特定の情景から
始まります。たとえば「My Temptation」は、パブにいたとき、
濃いタバコの煙にむせながら、その霞の向こうに人影がぼんやり
と浮かび上がるのを目にしたことがきっかけでした。その光景を
官能的な欲望のメタファーとして捉えたらどうなるだろう、と考
えたことから曲が広がっていきました。

　 「Longing」は、ニューヨークのワシントン・スクエア・パー
クで、昼間に寝転びながら雲が流れていくのを眺めていたとき
に生まれました。行き先もなく漂う雲に自分自身を重ね合わせ
たとき、メロディーが浮かんできたのです。私の制作プロセス
は、たいてい短いメロディーの断片から始まります。最初の数
小節が見つかると、その旋律に合うベース音を探し、さまざま
な和声の方向性を試しながら色彩を加えていきます。その後に、
全体の構造を設計します。

　私が目指しているのは、即興が本当に息づくことのできる形式
を築くことです。あまりに固定化された音楽は避けたいですし、
かといって方向性なく漂う音楽も望んでいません。私にとって作
曲とは、形式と自由、計算と直感、緊張と開放のあいだのバラン
スを見つけるプロセスなのです。完成した譜面は、あくまでも出
発点にすぎません。

　 ステージでは、その構造は再び開かれ、他のミュージシャン
との対話を通して広がっていきます。ヴォーカリストである私は、
歌詞を加える際、フレーズがどのように呼吸に乗るか、そして、
子音や母音がリズムの中でどのように機能するかに細心の注意を
払います。主に英語で書いているため、言葉のリズムや発音の質
感には特に意識を向けています。

★ あなたは楽器は演奏されるのですか？

　 楽器をプロとして演奏しているわけではありませんが、オラン
ダで在学中にジャズピアノを副専攻していました。今でも弾き語
りを楽しんでいますし、作曲や編曲の際にはピアノを使っていま
す。ピアノは和声や構造を考える助けになるだけでなく、身体的
に演奏することでリズムやタッチを感じ取ることができる、打楽
器的な魅力も備えた素晴らしい楽器です。でも、私にとって最も
重要な楽器はやはり声です。私は声を単に歌詞を届けるための道
具とは考えていません。管楽器のように扱いたいと思っています。

　 フレージングや呼吸、ひとつひとつの音の始まりと終わり、
そして、音と音のあいだの空間に意識を向けています。同時に、
声は物語を語るための手段でもあると考えています。メロディー
やリズムも大切ですが、最終的に私にとって最も重要なのは、
聴き手の中にどのような感情やイメージが残るかということで
す。私の音楽的な土台は、華やかなヴィルトゥオジティよりも、
感受性や「聴くこと」により近いところにあると感じています。

★ 日本では、韓国のアイドル・グループがとても人気がありま
す。あなたのルックスもアイドルに負けないほどだと思います
が、韓国の音楽事情についてどう思いますか？

　 そのように比較していただくのは、私には過分なお言葉です
が、心より感謝しております。K-POP はこの 10 年以上にわた
り、世界的な影響力を持つ大きな文化現象となっています。韓
国の音楽が世界の舞台でこれほど注目を集めていることは、私
にとっても非常に意義深いことです。とはいえ、私自身の音楽
的な歩みはまた異なる形で形成されました。

　 私はジャズの伝統と、即興を中心とした音楽の中に自分の言
語を見出してきました。ジャズは、個人的な解釈やその瞬間の
応答が重要となるジャンルです。同じ楽曲でも演奏するたびに
まったく異なる質感を帯びるという点に、私は常に強く惹かれ
てきました。ですから、私の音楽は、業界主導の潮流というよ
りも、ステージ上でミュージシャンと観客がともに創り出す「今
この瞬間」に、より近いものだと感じています。

★ あわせて、韓国のジャズシーンについて聞かせてください。 

　 約 10 年前に韓国を離れた頃と比べると、韓国のジャズシー
ンは急速に成長していると感じます。高度な技術を持つミュー
ジシャンの数は着実に増え、海外で活動する韓国人ミュージ
シャンも多くなりました。国際的な交流の広がりは非常に印象
的です。ニューヨークのベテラン・ジャズ・ミュージシャンか
らよく聞くのは、韓国ではジャズの観客層が比較的若いという
ことです。韓国では大学の実用音楽課程におけるジャズ教育が
比較的盛んで、多くの人が学生時代にジャズと出会います。

　 そのため、ライヴハウスでは若い観客が目立つことも少なく
ありません。同時に、韓国は伝統と現代、西洋ジャズの影響と韓
国的感性とのあいだでさまざまな実験を重ねながら、独自の色を
模索している過程にあるとも感じています。私はその探求の動き
をとても刺激的だと思っています。今後、韓国と海外を行き来す
るミュージシャンがさらに増えていくことで、より重層的で個性
的な声がいっそう生まれていくのではないかと期待しています。

★ 日本にも訪れたことがあると思いますが、 日本に対する印象
や、滞在中の特別な思い出があればぜひ教えて下さい。

　 私が日本を訪れたのは、ちょうど真夏の祭りの季節でした。
京都とその周辺を旅しましたが、落ち着いていて清潔感があり、
そして、心から親切さを感じられる雰囲気の中で、とても良い
経験をすることができました。音楽的に最も印象に残ったのは、
集中して聴くという文化です。演奏空間では、ミュージシャン
と観客がともにひとつの緊張感を保っているように感じまし
た。沈黙や余韻さえも、その場にいる全員で共有し、聴いてい
るように思えたのです。また、日本の多くの会場は音響や環境
面で非常に丁寧に整えられていると感じました。

　 ミュージシャンが音を繊細に、注意深く扱うことのできるよ
う設計された空間だと思います。ライヴ文化にとどまらず、ジャ
ズ喫茶の多さにも魅了されました。レコードをかけながら、お茶
や軽食とともに静かに音楽を楽しむ文化が深く根づいています。
さらに、ジャズだけでなく、バンド音楽やブラジル音楽など、様々
なジャンルがそれぞれの場所で大切に支えられていることにも感
銘を受けました。ジャズは究極的には「聴くための音楽」だと私
は思っています。その意味で、日本はジャズにとても適した環境
を持つ国だと感じました。機会があれば、ぜひ日本で再びライヴ
演奏を通して皆さまにご挨拶できればと心から願っています。
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トやフレージングは装飾ではなく、バンドとともに音楽を形作
る力を持っています。特に印象的だったのは、彼が構造を深く
理解したうえで、その中で自由に動くことができる点です。

　 マーク・マーフィーは冒険心を教えてくれました。彼の音楽
には常に予想外の選択がありました。メロディーを大胆に変形
したり、リズムをひねっても音楽的説得力を失わない。ジャズ・
ヴォーカリストがどこまで表現を拡張できるかを示してくれた
のです。この 3 人から学んだのは、リスクを取る勇気です。即
興において大切なのは安全策を選ぶことではなく、その瞬間に
真実と感じるものを選ぶことです。それは今も私にとって最も
重要な価値のひとつです。

★ ジャンルを問わず、これまでにあなたに大きな影響を与えた
アルバムを 3 枚挙げて頂けますか？

　 ジャンルを問わず 3 枚のアルバムを挙げるとすれば、『ソン
グス・イン・ザ・キー・オブ・ライフ』、『スピーク・ノー・イー
ヴル』、そして、『アット・ザ・ブルー・ノート』です。

　 『ソングス・イン・ザ・キー・オブ・ライフ』は、音楽がど
れほど広い世界を内包できるかを教えてくれました。ソウル、
ポップ、実験的要素が自然に共存しつつも、メロディーやハー
モニーは深く、しっかりと根ざしています。和声の動きとヴォー
カル・メロディーの関係は、私の作曲のあり方にも影響を与え
ました。このアルバムを通して、音楽は単なる 1 曲ではなくひ
とつの世界になり得ることを学んだのです。

　 『スピーク・ノー・イーヴル』は、作曲構造を再考させてく
れました。楽曲は強い感情を持ちながらも、それをすべて説明
してはいません。メロディーは一見シンプルに見えるかもしれ
ませんが、和声や余白によって深みを生み出します。このアル
バムから、音楽はすべてを明確にする必要はなく、言葉にされ
ない部分から意味が生まれることを学びました。

　 『アット・ザ・ブルー・ノート』は、即興の可能性の広がり
を示してくれました。長い演奏の間でも集中力と緊張感が維持
され、すべての瞬間が選択の連続であるように感じられます。
即興は準備がないことではなく、深い理解の上での決断である
ことを理解する助けになりました。この 3 枚のアルバムは、そ
れぞれ異なる形で私の音楽的基準を形成しました。メロディー
とハーモニー、構造と余白、そして、即興に伴う責任感につい
ての感覚を教えてくれたのです。

★ 歌を歌う上で、最も大切にしていることは何ですか？

　 私にとって、ヴォーカリストとして最も大切なのは「聴くこ
と」です。ジャズはひとりで完結するものではありません。バ
ンドの音に耳を傾けなければ、音楽は成立しません。ステージ
で歌い始める前に、まずピアノのタッチ、ベースの動き、ドラ

★ 子どもの頃、音楽とどのように出会いましたか？　また、最
初に憧れたアーティストについて教えて下さい。

　 子どもの頃、私は歌うことが大好きで、両親によると小学校
に入る前から近所のカラオケに行って歌っていたそうです。もし
かすると、その頃に両親は私が音楽の道に進むかもしれないと感
じたのかもしれません。小学校に入ってからは合唱団に入りまし
た。自分の声をほかの人の声と重ね、ハーモニーを作る体験は、
私にとって最も早い音楽の記憶であり、初めて音楽的な共同体を
実感した経験でもあります。同時に、韓国の伝統的なサムルノリ

（打楽器）にも参加していました。その時期に身体で学んだリズ
ム感は、今の私の音楽にとって大切な土台となっています。

　 中学生の頃には、ボン・ジョヴィや X Japan といったロッ
クバンドをよく聴いていました。また、T- スクエアやカシオペ
アのようなフュージョン・バンドも好んで聴き、自分でもバン
ドをやってみたいと想像していました。楽器同士がまるで速い
会話のようにアイデアを交わすエネルギーは、私に強い印象を
残しました。初めて熱狂的なファンになった歌手は、マライア・
キャリーです。彼女の音楽はメロディーとハーモニーが豊かで
ありながら、感情にまっすぐ届く力を持っていました。

　 単に歌が上手いというだけでなく、音楽によってひとつの情
景や空気感そのものを生み出す力がありました。複数のアルバ
ムを買い、音楽を「聴くもの」だけでなく「憧れるもの」とし
て体験し始めたのは、そのときが初めてでした。振り返ってみ
ると、合唱のハーモニー、サムルノリのリズム、ロックやフュー
ジョン・バンドのエネルギー、そして、マライア・キャリーの
感情表現は、すべてが自然に重なり合い、今の私を形づくって
いるのだと思います。

★ ジャズに興味を持ったきっかけは何でしたか？

　 私がジャズに本格的に興味を持った瞬間は、この音楽が演奏
のたびに毎回違った形で生まれることに気づいたときでした。
最初はソウル・ミュージックを通してハーモニーやグルーヴに
惹かれていましたが、ジャズを聴いたとき、まったく異なる次
元の自由を感じました。同じ曲でもミュージシャンによって
まったく違う表情になるし、同じミュージシャンでも時間や場
所によって変化します。そのことに強く惹きつけられました。

　 特にセロニアス・モンクやジョン・コルトレーンを聴いたとき、
私は非常に好奇心をかき立てられました。なぜ彼らはソロをあん
なに長く延ばすのか、そして、その瞬間に彼らは何を語っている
のかと考えずにはいられませんでした。彼らの演奏は単なるメロ
ディーの反復のようには感じられず、リアルタイムで考え、応答
している、ステージ上で会話が展開しているように思えました。

　 その即興の流れの中で意味がどのように生まれるのか理解し
たいと強く思いました。その瞬間、私はジャズを単なるジャンル
ではなく、ひとつの思考の方法として捉え始めました。正解は一
つではなく、常にその瞬間ごとに選択をしなければなりません。
お互いを本当に聴き合ってこそ、音楽は成り立つのです。その構
造は私にとって非常に哲学的に感じられました。自然と、私はジャ
ズをもっと深く学びたいと思い、最終的にこの道を選びました。

★ 最も影響を受けたヴォーカリストを 3 人挙げて下さい。

　 私に最も影響を与えたヴォーカリストを 3 人挙げるとすれば、
カーメン・マクレイ、カート・エリング、そして、マーク・マー
フィーです。カーメン・マクレイは、歌がひとつの物語であるこ
とを教えてくれました。彼女は単に歌詞を伝えるのではなく、ひ
とつひとつの言葉の意味を再解釈し、新しい物語を生み出しまし
た。同じスタンダード曲であっても、彼女が歌うと全く異なるキャ
ラクターが現れるように感じられました。私は彼女を通して、歌
詞の読み方や理解の仕方を改めて考えるようになったのです。

　 カート・エリングは、ヴォーカリストが即興の中でひとつの
楽器として存在できることを示してくれました。彼のスキャッ
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ムの息遣いに耳を澄ませます。その共有された音の中から自然
に応答することを心がけています。もうひとつ重要にしている
のは「誠実さ」です。テクニックや音域、速さも大切ですが、
最終的に聴き手に届くのは、その瞬間の誠実さです。

　 即興は準備の上に成り立ちますが、同時にその日その時の感
情や選択をあらわします。私はその瞬間にできる限り正直であ
ろうと努めています。また、余白を大切にすることも意識して
います。全てを埋めるのではなく、呼吸できる空間を残したい。
その空間は、聴き手が自分なりに音楽に参加することを促しま
す。私にとって歌うことは、単に音を出す行為ではありません。
関係性を築く行為です。他のミュージシャンや観客と共に生み
出す時間の中で、声は媒介となります。

★ セカンドアルバムのリリース予定はありますか？　現時点で
話せる範囲で、どのような作品になりそうか、また、どのよう
なアルバムにしたいと考えていますか？

　 すでにセカンドアルバムの構想は始まっています。もし『ロ
ンギング』が出発点だったとすれば、次の作品はより明確なコン
セプトや物語性を持つプロジェクトにしたいと思っています。最
初のアルバムがある特定の瞬間を記録したものであったなら、次
はより意識的に物語として形作られるかもしれません。自分の文
化的背景を音楽にもっと自然に反映させたいとも考えています。
韓国で生まれ、ニューヨークで活動してきたことで、これらの環
境の間で形成された感性を携えていると感じています。

　 必ずしも伝統的な要素を直接取り入れるという意味ではな
く、リズムの流れや感情の質感、作曲の構造を通して現れるか
もしれません。また、オリジナル曲の比率を増やしたいとも思っ
ています。作曲は私にとってもうひとつの探求の形です。和声
や構造を慎重に設計しつつも、ステージで音楽が再び開く余地
を残すことを目指しています。形式と自由のバランスを保つこ
とに関心があります。まだ録音の具体的なスケジュールは決
まっていませんが、次のアルバムでは、今の自分自身をより鮮
明に反映させたいと思っています。

★ ジャンルを問わず、共演したいアーティストはいますか？

　 1 人や 2 人の名前に絞るのは難しいです。私が想像している
新しいプロジェクトでは、ステージ上で音楽を予測できない方向
に開いてくれる人々と共に演奏したいと思っています。特に、ジャ
ンルの枠を超えて即興の境界を自由に行き来できるミュージシャ
ンに興味があります。たとえば、韓国や日本の伝統楽器奏者とと
もに、構造と即興のあいだの緊張感を探ることは意味のある試み
になるでしょう。伝統的な言語を表面的に借用するのではなく、
相互の尊重に基づいた新しい対話を築きたいと考えています。

　 また、異なる文化的背景を持つミュージシャンとのコラボ
レーションにも惹かれます。言語や背景が異なれば異なるほど、
音を通した直接的で本質的なコミュニケーションが生まれる可
能性があります。私は、名声よりも姿勢を重視します。音楽を
通してお互いを探求し、予想外で意味のある瞬間をともに生み
出すアーティストと出会い続けたいと思っています。

★ 音楽以外で、何か特別な趣味はありますか？

　 私は、意識的に音楽から離れる時間を持つことも大切だと考
えています。私はランニングを楽しみます。ニューヨークでは、
セントラルパークやハドソン川沿いをよく走りながら、人々や
街の雰囲気を観察します。呼吸やリズムを整えることで、思考
も整理されます。ランニングの後は、カフェで静かに座って振
り返る時間を持つのが好きです。そうした瞬間に、音楽的なア
イデアが自然に浮かんでくることが多いのです。

　 また、料理も楽しんでいます。料理は多くの点で音楽に似て
いると感じます。素材を丁寧に準備すればするほど、即興的な
アレンジの自由度が増します。最終的に最も大切なのは誠実さ
であり、音楽もテクニックだけでなく、誠実さを通して人に届

くと感じています。私の趣味は特別に大げさなものではありま
せんが、心をリセットし、よりクリアな状態で音楽に戻るため
の助けになっています。

★ 将来の夢や目標があれば教えて下さい。

　 私の目標は、単により多くのステージに立つことではなく、
常に探求を続ける音楽家であり続けることです。異なるコンセ
プトのプロジェクトに挑戦することで、自分の音楽的な幅を広
げたいと思っています。オリジナル曲の比率を増やし、自分の
文化的背景を自然に統合した作品を完成させることも重要な目
標です。韓国で生まれ、ニューヨークで生活・活動してきたこ
とで形成された感性を、より明確に表現したいと思っています。
それはリズムや感情の層を通して、直接的にも微妙にでも現れ
るかもしれません。

　 また、日本をはじめとするさまざまな文化的環境で演奏を続
け、観客と直接出会うことも望んでいます。ジャズは演奏され
る空間の中で完成する音楽です。環境によって音は異なる形に
彩られ、その経験は私の成長を助けてくれます。最終的には、
学び続け、進化し続ける音楽家でありたいと思っています。即
興は決して終わらない探求であり、その探求を長く持続させる
ことが、私にとって最大の目標です。

★ 最後に、「The Walker's」の読者、そして、日本のファンの
皆さんへメッセージをお願いします。

　 このインタビューを通して、日本の読者の皆さまにご挨拶で
きることを、とても嬉しく思います。私はジャズは「聴くため
の音楽」だと考えています。日本には音を深く聴き、余韻さえ
も共有する文化があると感じてきました。いつの日か、ライヴ
演奏を通して皆さまにご挨拶できることを心から願っています。

　 音楽は言葉を超えて人々をつなぎます。出身や背景が違って
いても、同じ空間で同じ音を聴くことで、同じ時間を共有でき
ます。その共有体験こそが、私が音楽を作り続ける理由です。
近い将来、日本を訪れ、会場で皆さまにお会いできることを楽
しみにしています。

ヘヨンソン・ベクの記念すべき
渾身のデビューアルバム！

【ヘヨンソン・ベク Instagram】
https://www.instagram.com/im_hyeonseon_baek/

『ロンギング』
ヘヨンソン・ベク

You&Me Music
(Import CD)
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